
鉄骨造（共同住宅）の省エネ計算の注意点

矩計図などに断熱仕様を記載する。（種類、厚みまで）

外皮面積計算時の高さの取り方は床スラブから床スラブとする。（天井
断熱の場合、最上階のみ床スラブから天井）

鉄骨梁の熱橋を隣接する住戸で按分する。（鉄骨造の線熱貫流率につい
ては別添計算例参照）梁・柱見付寸法を記載する。

スラブ熱橋を隣接する住戸で按分する。（RCスラブの線熱貫流率につい
ては1.1とする）

同一の断熱材（熱貫流率）が続いていれば熱橋は生じないが、熱貫流率
が著しく異なる部位には熱橋が生じる。（壁の断熱材、梁・柱の耐火被
覆など）

外壁の角にある柱の熱橋の方位は、南側に近い方で評価する。

QLデッキについては、最小の厚さで部位の熱貫流率を計算する。

最上階の屋根スラブの梁の熱橋入力は、方位は水平を選択し、部位は屋
根で入力する。（屋根スラブの梁以外は壁又は水平(下面)で入力）

計算例の省エネ計算プログラムは一般社団法人住宅性能評価・表示協会
のエクセル計算シート（RC）を使用しています。

国立研究開発法人建築研究所の住宅・住戸の外皮性能計算プログラム
ver.2は鉄骨造の場合、不利側に出てしまうことがあり、お勧めできませ
ん。ver.3をご使用ください。
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矩計図

吹付硬質ウレタンフォームA種1
t=35㎜

押出法ポリスチレンフォーム
保温板3種 t=60㎜

吹付ロックウール t=25㎜

押出法ポリスチレンフォーム
保温板3種 t=25㎜
土間シートt=0.15
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１階平面図



熱橋の入力方法（１階 鉄骨の梁）

計算例

熱抵抗の計算

t=25㎜



計算例

熱橋の入力方法（1階 鉄骨の柱）

熱抵抗の計算
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吹付ロックウール t=２５㎜



計算例

熱橋の入力方法（1階 外壁（一般部位））
石こうボード ｔ=12.5㎜

吹付硬質ウレタンフォームA種1 ｔ=35㎜

ALC ｔ=100㎜

外壁の熱貫流率＝
一般部の熱貫流率＋
補正熱貫流率
1.596=1.196+0.4

｢外装材+断熱補強材｣の熱抵抗の計算一般部の熱貫流率の計算


